作図課題（文章）（ハーツホン氏の「Companion to Euclid」に準拠）
適宜、作図課題（図版）を眺める事。自分のノートで行う事（20200424改）。

1． 角の２等分線の作図（４打）　証明もつけよ
2． 中点の作図（３打）　証明もつけよ
3． 点Aにおいて直線ℓに直交する直線の作図（４打）　証明もつけよ
4． 点Aから直線ℓに垂線を下ろせ（４打）　証明もつけよ
5． 点Ｂから出る半直線上に角Ａと同じ大きさの角をとれ（４打）　証明もつけよ
6． 点Aを通って直線ℓに平行な直線の作図（４打）　証明もつけよ
7． 与えられた円周の中心を作図により求めよ（５打）
8． 円とその中心Oが与えられている　点Ａから円Ｏに接線を引け（ただし点Ａに定規の端を固定して円に接するまで定規をスライドする手は反則）（６打）
9． 三角形の内接円の作図（１３打）　
10． 三角形の外接円の作図（７打）　
11． なし
12． 点Ａを通り、直線ℓに点Ｂで接する円を作図せよ（８打）
13． なし
14． 線分ＡＢを３等分せよ（９打）
作図課題7番以降の解説　（２００８.５.１２，２００９.５.２，２０１０.４.１５改訂）
（2018.4.22再改定）（2018.5.7再改定）（20200424）
７　弦の垂直２等分線上に円の中心がある。（円の中心は円周上の各点から等距離。）
円周上の3点A,B,Cについて。
点PがABの垂直2等分線上にある　⇔　AP＝BP
点PがBCの垂直2等分線上にある　⇔　BP＝CP
故に、ABの垂直2等分線とBCの垂直2等分線の交点をPとすると、AP＝BP＝CPとなり、
Pは3点A,B,Cから等距離にある唯一の点になる。
（即ち、円ABCの中心はPである。）
８　Pが円Oの周上の点で∠APO＝90°（即ち、Pは直径AOの円周上）ならAPは円に接す。
点PがAOを直径とする円周上の点ならば、∠APO＝90°。
点Pが円Oの周上の点で∠APO＝90°ならば、APは円Oの接線である。
故に、[AOを直径とする円]と[円O]の交点をPとすると、APは円Oの接線になる。
９　内角の２等分線上に内心がある。（三角形の内心は各辺から等距離。）
点Pが∠Aの2等分線上の点　⇔　PからAB及びACに下ろした垂線の長さは等しい。
点Pが∠Bの2等分線上の点　⇔　PからBA及びBCに下ろした垂線の長さは等しい。
故に、∠Aの2等分線と∠Bの2等分線の交点をPとすると、
Pから３辺AB,BC,CAに下ろした垂線の長さは等しい。
（即ち、３辺から等距離にある唯一の点になる。）
（即ち、点Pを中心としてこの等距離を半径に円を描くと、三角形ABCに内接する。）
１０　辺の垂直２等分線上に外心がある。（三角形の外心は各頂点から等距離。）
点PがABの垂直2等分線上にある　⇔　AP＝BP
点PがBCの垂直2等分線上にある　⇔　BP＝CP
故に、ABの垂直2等分線とBCの垂直2等分線の交点をPとすると、AP＝BP＝CPとなり、
Pは3点A,B,Cから等距離にある唯一の点になる。
（即ち、点Pを中心としてこの等距離を半径に円を描くと、三角形ABCに外接する。）
１２　弦の垂直２等分線上、および接線と接点で直角を成す直線上に、円の中心はある。
ABの垂直2等分線と、点Bでℓと直交する直線の、交点をPとすると、
PA＝PB かつ PB⊥ℓ である。
即ち、[中心Pで半径PAの円]は、点Bでℓと接する。
１４　平行線と線分の比の性質
